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　ふるさと南あわじ応援寄附金
寄附状況の公表　　　　    （11月１0日現在）

区分 件数 金額
南あわじ市内 333件 46,202,219円

市外（島内） 47件 5,871,000円

市外（島外） 209件 27,664,940円

合計 589件 79,738,159円

詳細は市のホームページで掲載しています

ふ
る
さ
と
納
税

　

ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

先
日
の
臨
時
議
会
に
お
い
て
、住
民

の
直
接
請
求
に
よ
る「
南
あ
わ
じ
市
新

庁
舎
建
設
に
つ
い
て
市
民
の
意
見
を
問

う
住
民
投
票
条
例
制
定
」を
十
分
に
重

み
を
認
識
し
た
上
、上
程
い
た
し
ま
し

た
。直
接
請
求
は
、住
民
の
基
本
権
と

し
て
地
方
自
治
法
に
認
め
ら
れ
た
意

義
深
い
重
要
な
権
利
で
す
。

　

し
か
し
、二
元
代
表
制
度
を
と
る
地

方
公
共
団
体
は
、住
民
自
ら
選
挙
し
多

数
の
意
思
を
反
映
し
て
選
任
さ
れ
た

議
会
議
員
や
市
長
に
付
託
し
て
自
治

体
運
営
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。住
民
投

票
な
ど
は
、市
政
を
大
き
く
左
右
す
る

問
題
や
、市
長
や
議
会
が
判
断
で
き
え

な
い
事
案
等
の
場
合
、行
う
べ
き
制
度

で
あ
る
と
理
解
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
度
の
新
庁
舎
建
設
に
あ
た
っ
て

は
、長
期
的
視
野
に
立
っ
た
総
合
的
判
断

や
必
要
性
な
ど
、内
容
を
十
分
把
握
し
て

い
た
だ
く
た
め
、住
民
説
明
会
・
各
種
団

体
へ
の
説
明
会
、広
報
紙
・
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
等
で

広
報
伝
達
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

新
庁
舎
建
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、各

庁
舎
の
老
朽
化
、自
己
財
源
の
節
約
、

国
が
定
め
た
約
７
割
の
支
援
を
い
た

だ
け
る
合
併
特
例
事
業
債
の
期
限
、行

財
政
改
革
の
推
進
、職
員
定
数
適
正

化
、市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
の
設
置
と
独

自
性
の
あ
る
地
域
活
性
化
対
策
な
ど

様
々
な
角
度
か
ら
熟
慮
を
重
ね
決
断

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

議
会
に
お
い
て
も
、高
視
点
で
多
様

な
議
論
を
繰
り
返
し
、市
の
将
来
の
た

め
真
剣
に
そ
し
て
慎
重
に
検
討
さ
れ
、

一
部
反
対
意
見
が
あ
っ
た
も
の
の
建
設

推
進
に
つ
い
て
適
切
妥
当
な
決
定
を
い

た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
に
お
い
て
も
、議
会
と
協
議
を

重
ね
、市
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を
真
摯

に
受
け
止
め
、次
世
代
に
責
任
を
持
っ

た
市
政
運
営
に
邁
進
し
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

課
題
は
山
積
み
で
す
。新
庁
舎
建
設

で
節
減
で
き
る
年
間
２
億
円
以
上
の

お
金
を
子
育
て
支
援
な
ど
の
福
祉
や

教
育
、産
業
振
興
、働
く
場
づ
く
り
、防

災
、地
域
づ
く
り
な
ど
各
分
野
に
活
用

し
て
一
歩
一
歩
着
実
に
前
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。ま
た
、内
向
き
で
は
な
く
、す

ば
ら
し
い「
ふ
る
さ
と
資
源
」を
有
す

る
市
の
潜
在
能
力
を
活
か
さ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。キ
ラ
リ
と
輝
く
自
治

体
、若
者
が
夢
と
希
望
を
抱
け
る
市
の

構
築
に
向
か
っ
て
一
意
専
心
、努
力
し

て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、市

民
の
皆
様
に
は
ご
理
解
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

キ
ラ
リ
と
輝
く
南
あ
わ
じ
市
を
め
ざ
し
て

市政ひろば

大
鳴
門
橋
開
通
25
周
年
記
念

「
鳴
門
海
峡
」歌
碑
を
道
の
駅
に
建
立

水
森
英
夫
作
曲
）
の
歌
碑
が
道
の

駅
う
ず
し
お
内
に
完
成
し
10
月
24

日
、
除
幕
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

御
影
石
製
の
歌
碑
は
、
幅
約
３

ｍ
×
高
さ
約
１
・
５
ｍ
で
、
総
工

費
は
約
１
８
０
万
円
。
土
台
に
は

青
緑
色
・
和
型
の
淡
路
瓦
34
枚
を

敷
き
、
う
ず
潮
の
波
を
イ
メ
ー
ジ

し
て
い
ま
す
。
歌
碑
の
中
央
部
に

は
、
作
詞
者
・
故
吉
岡
さ
ん
の
直

筆
で
歌
詞
が
彫
ら
れ
て
い
ま
す
。

右
側
の
ボ
タ
ン
を
押
す
と
、『
鳴

門
海
峡
』
の
歌
が
流
れ
、
歌
詞
を

見
な
が
ら
歌
を
聞
け
ま
す
。

　

式
典
で
は
、
伍
代
さ
ん
の
「
鳴

門
海
峡
う
ず
潮
観
光
大
使
」
の
任

命
式
も
行
わ
れ
、
中
田
市
長
か
ら

瓦
製
の
任
命
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。
観
光
大
使
に
な
る
の
は
初
め

て
と
い
う
伍
代
さ
ん
は
、「
淡
路

島
は
大
好
き
な
と
こ
ろ
。
緑
や
花

が
多
く
い
い
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん

あ
る
。
素
麺
や
鯛
も
美
味
し
い
。

す
ご
く
縁
を
感
じ
ま
す
。
責
任
を

感
じ
な
が
ら
も
、
多
く
の
人
に
伝

え
て
い
き
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

「
島
民
討
議
会
」が
報
告
書
を
提
出

（
淡
路
青
年
会
議
所
と
島
内
３
市

共
催
）
の
結
果
が
ま
と
ま
り
、
行

政
へ
反
映
し
て
も
ら
う
た
め
、
淡

路
県
民
局
と
３
市
に
報
告
書
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
、

一
般
公
募
で
島
内
外
か
ら
参
加

し
た
約
60
人
が
、
❶
家
族
が
幸
せ

に
な
る
た
め
に
は
、
❷
地
域
が
元

　

淡
路
島
の
将
来
に
向
け
て
島
民

同
士
が
話
し
合
う
島
民
討
議
会

15
台
配
備
し
た
衛
星
携
帯
電
話
を

使
っ
て
の
通
信
訓
練
を
実
施
。
運

動
場
で
は
自
治
会
や
消
防
団
員
に

よ
る
初
期
消
火
や
医
師
、
看
護
学

校
生
ら
に
よ
る
応
急
救
護
の
訓
練

が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
県
か
ら
の
備

蓄
物
資
搬
送
や
防
災
資
機
材
の
操

作
方
法
の
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
海
岸
で
は
水
門
等
の
閉

鎖
、
さ
ら
に
市
内
の
公
会
堂
等
で

は
自
主
防
災
組
織
や
地
元
消
防
団

が
有
事
の
際
に
備
え
て
訓
練
し
ま

し
た
。
災
害
時
に
は
「
自
助
・
共

助
・
公
助
」
が
互
い
に
連
携
し
一

体
と
な
っ
た
対
応
が
重
要
で
あ
る

市
総
合
防
災
訓
練
を
実
施

　

市
総
合
防
災
訓
練
が
11
月
７
日

に
行
わ
れ
、
市
内
で
約
１
万
人
が

訓
練
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
訓
練
は
、
今
後
30
年
以
内

に
約
60
％
の
確
率
で
発
生
す
る
と

い
わ
れ
る
東
南
海
・
南
海
地
震
に

備
え
、
防
災
関
係
機
関
の
迅
速
で

的
確
な
連
携
対
応
と
、
自
主
防
災

組
織
や
住
民
の
地
域
防
災
力
の
強

化
を
目
的
に
、
今
回
、
島
内
３
市

で
同
日
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
は
「
午
前
８
時
、
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
８
・
６
の
海
溝
型
巨
大

地
震
が
発
生
し
て
津
波
警
報
が
発

表
。
市
内
各
地
で
甚
大
な
被
害
が

発
生
し
て
い
る
」
と
の
想
定
で
行

い
ま
し
た
。
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
や

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
等
で
の
告
知
・
広
報
訓

練
に
始
ま
り
、
メ
イ
ン
会
場
の
福

良
小
学
校
で
は
、
津
波
に
対
す
る

住
民
避
難
訓
練
や
今
年
度
市
内
に▲自治会や消防団による初期消火訓練

い
と
い
う
機

運
も
高
ま
っ

た
」
と
伝
え

ら
れ
、
市
で

は
、
こ
の

報
告
書
を
受

け
、
将
来
の

淡
路
島
の
発

気
に
な
る
た
め
に
は
、
❸
子
ど
も

た
ち
に
残
し
た
い
淡
路
島
に
す
る

た
め
に
は
、
の
３
つ
の
テ
ー
マ
で

７
月
17
日
と
18
日
の
２
日
間
で
討

議
さ
れ
た
報
告
書
で
す
。
討
議
で

は
「
行
政
任
せ
で
な
く
、
自
身
で

行
動
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

技
能
功
労
者
表
彰

奥
野　

一
男
（
榎
列
、
建
具
職
）

富
岡　

卓
也
（
湊
、
時
計
修
理
工
）

塩
谷　

倫
子
（
賀
集
、
美
容
師
）

松
下　

絹
子
（
福
良
、
美
容
師
）

原
口　
　

誠
（
阿
万
、
理
容
師
）

山
野　

朋
治（
倭
文
、自
動
車
整
備
士
）

入
谷　

吉
彦（
神
代
、自
動
車
整
備
士
）

長
尾　

義
幸
（
福
良
、
製
麺
職
）

原
田　
　

守
（
阿
万
、
鉄
工
）

田
中　

正
美
（
榎
列
、
機
械
工
）

厚
美　

嘉
昭
（
津
井
、
製
瓦
職
）

川
口　

正
雄
（
松
帆
、
製
瓦
職
）

若
林　
　

繁
（
松
帆
、
製
瓦
職
）

　

永
年
優
れ
た
技
能
で
、
地
域
社

会
の
発
展
に
貢
献
し
た
20
人
の
功

績
を
讃
え
る
「
南
あ
わ
じ
市
技
能

功
労
者
表
彰
式
」
が
11
月
23
日
、

緑
市
民
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し

た
。（
順
不
同
、
敬
称
略
）

井
内　

光
彦
（
潮
美
台
、
造
園
師
）

田
村　
　

彰
（
八
木
、
大
工
）

宮
本　

周
二
（
阿
万
、
大
工
）

立
石　

繁
一
（
神
代
、
大
工
）

大
谷　

富
男
（
阿
那
賀
、
左
官
）

金
山　

清
忠
（
広
田
、
金
型
工
）

稲
本　

保
男
（
広
田
、
建
具
職
）

▲鳴門海峡うず潮
観光大使の任命書
を持つ伍代さん

▲鳴門海峡大橋を背景に建立された歌碑を
除幕した五代さんら

細
川
数
夫
さ
ん
が
紺
綬
褒
章
を
受
章

　

細
川
さ
ん
は
南
あ
わ
じ
市
出

身
で
昨
年
12
月
、「
ふ
る
さ
と
南

あ
わ
じ
応
援
寄
附
金
」
と
し
て

１
０
０
０
万
円
の
寄
附
を
さ
れ
ま

し
た
。
同
年
２
月
に
も
母
校
の
八

木
小
学
校
に
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
を

寄
贈
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

紺
綬
褒
章
は
、
公
益
の
た
め
に

多
額
の
私
財
を
寄
附
し
た
人
に
国

か
ら
授
与
さ
れ
る
も
の
で
、
10
月

28
日
に
神
戸
市
内
の
本
社
で
、
内

閣
総
理
大
臣
に
代
わ
っ
て
中
田
市

長
よ
り
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
合
ア
パ
レ
ル
企
業
・
ジ
ャ

ヴ
ァ
グ
ル
ー
プ
会
長
の
細
川
数
夫

さ
ん
（
芦
屋
市
）
が
「
紺
綬
褒
章
」

を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

「
自
助・共
助・公
助
」に
よ
る
減
災
と
防
災
力
向
上

　

大
鳴
門
橋
開
通
25
周
年
を
記
念

し
て
、
歌
手
・
伍
代
夏
子
さ
ん
の

歌
『
鳴
門
海
峡
』（
吉
岡
治
作
詞
、

展
の
た
め
に
取
り
組
ん
で
い
く
参

考
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

※
報
告
書
の
内
容
は
、
市
長
公
室

で
閲
覧
で
き
る
ほ
か
、
島
民
討

議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジh

ttp
://

w
w
w
.a
w
a
ji-jc

.o
r
.jp
/

to
m
in
/

に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す

▲討議会の報告書が淡路県民局と３市に提出さ
れました(10月12日、洲本市役所)

▲受章の細川さん（右）、中田市長
（左）からお祝いの言葉が贈られ
ました

▲討議会での意見交換

淡
路
島
の
未
来
を
考
え
る

こ
と
を
今
回
の
訓
練
で
再
認
識

し
ま
し
た
。

▲模擬消火栓での放水体験

▲傷病者の救急搬送訓練

▲女性消防団なでしこ
分団による救命講習


